
三
里
塚
で
の
空
港
建
設
が
決
定

　
昭
和
37
年
、
池
田
内
閣
は
羽
田
空
港

に
変
わ
る
新
空
港
を
建
設
す
る
と
発
表
。

候
補
地
は
紆
余
曲
折
を
繰
り
返
し
、
昭

和
40
年
11
月
18
日
に
富
里
に
内
定
し

ま
し
た
が
、
地
元
の
反
対
運
動
と
1
、

0
0
0
戸
を
超
え
る
移
転
農
家
の
問
題

な
ど
で
、
10
㎞
先
の
三
里
塚
を
中
心
と

す
る
地
域
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　
昭
和
41
年
7
月
4
日
、
閣
議
に
お
い

て
新
空
港
が
三
里
塚
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
正
式
に
決
定
。
同
時
に
地
元
住
民

対
策
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
事
業
の
概

要
が
定
め
ら
れ
、
政
府
の
基
本
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

藤
倉
武
男
市
長
は
、「
本
市
に
と
っ
て

有
史
以
来
の
出
来
事
で
あ
り
、
一
歩
誤

ら
ん
か
本
市
将
来
の
命
運
を
左
右
す
る

よ
う
な
大
き
な
問
題
」
と
述
べ
て
い
ま

す（
「
成
田
市
政
だ
よ
り（
昭
和
42
年
1

月
1
日
号
）」
か
ら
）。

　
国
や
県
か
ら
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る
、

空
港
建
設
関
連
の
施
策
に
対
応
す
る
た

め
に
、
市
で
は
企
画
課
を
発
足
さ
せ
る

と
と
も
に
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
成

田
空
港
対
策
部
会
を
設
置
し
て
万
全
を

期
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

反
対
運
動
は
盛
り
上
が
っ
て
い
き
、
空

港
問
題
を
取
り
巻
く
情
勢
は
極
度
に
緊

迫
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
2
〜
3
月
に
は
、
空
港
反

対
闘
争
史
上
、
最
大
規
模
の
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
前
で
は
、
反
対

派
の
学
生
と
機
動
隊
が
衝
突
。
角
材
・

投
石
な
ど
に
放
水
で
対
抗
す
る
な
ど
、

流
血
を
伴
う
激
し
い
乱
闘
を
繰
り
広
げ

た
の
で
す
。

道
路
交
通
網
の
整
備
が
進
む

　
空
港
建
設
に
当
た
り
、
必
要
と
な
る

道
路
・
河
川
・
上
下
水
道
・
住
宅
・
学

校
な
ど
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

甚
兵
衛
大
橋（
印
旛
沼
）と
長
豊
橋

（
利
根
川
）が
、
昭
和
43
年
1
月
と
2
月

に
相
次
い
で
開
通
。
こ
れ
に
伴
い
、
甚

兵
衛
の
渡
し
と
竜
台
の
渡
し
が
廃
止
に

な
り
ま
し
た
。

　
同
年
3
月
に
は
国
鉄（
現
J
R
）千
葉

〜
成
田
間
が
電
化
さ
れ
、
昭
和
44
年
5

月
に
は
国
道
51
号
線
佐
倉
〜
佐
原
間
の

舗
装
が
完
成
し
、
成
田
市
と
市
外
を
結

ぶ
道
路
交
通
が
一
気
に
発
展
し
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
成
田
市
60
年
③

国
際
空
港
の
建
設
に
向
け
て市役所前で機動隊とデモ隊が衝突市役所市役所市役所市役所市役所前で機前で機前で機前で機前で機動隊と動隊と動隊と動隊と隊とデモ隊デモ隊デモ隊デモ隊デモ隊が衝突が衝突が衝突が衝突突

昭
和
41
年
7
月
、
市
は
国
際
空
港
の
建
設
と
い
う
大
き
な
転

機
を
迎
え
ま
す
。
賛
否
両
論
が
渦
巻
く
中
、
市
は
、
空
港
建

設
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
け
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
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く
さ
ん
の
人
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
、
明
治

18
年
以
来
続
い
た
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

　
御
料
牧
場
の
事
務
所
跡
地
に
建
て
ら

れ
た
三
里
塚
御
料
牧
場
記
念
館
で
は
、

当
時
の
牧
場
の
様
子
を
し
の
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
民
憲
章
を
制
定

　
3
代
目
市
長
・
長
谷
川
録
太
郎
氏
の

提
案
で
、〝
ま
ち
づ
く
り
の
指
標
〞
市
民

憲
章
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
憲
章
条
文
の
草
案
は
広
く
市
民
か

ら
募
集
さ
れ
、
4
6
1
点
の
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
優
秀
作
・
香
取
利
雄
さ

ん
の
草
案
を
基
本
に
し
て
作
ら
れ
た
憲

章
は
、
昭
和
46
年
11
月
3
日
の
市
民
憲

章
制
定
記
念
式
典
で
、
成
田
小
学
校
の

児
童
に
よ
っ
て
全
文
が
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

新
勝
寺
大
本
堂
の
落
慶
法
要

　
昭
和
43
年
、
成
田
山
新
勝
寺
の
大
本

堂
が
落
成
し
ま
し
た
。
2
カ
月
に
わ
た

る
記
念
大
開
帳
期
間
は
、
豪
華
絢け
ん

爛ら
ん
な

稚
児
行
列
と
講
社
中
約
1
万
人
の
お
練

り
に
始
ま
り
、
全
国
郷
土
民
謡
大
会
、

一
時
中
断
し
て
い
た
成
田
祇
園
祭
の
復

活
、
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
行
事
に
全
国
か
ら
参
詣
客
が

押
し
寄
せ
、
盛
況
を
極
め
ま
し
た
。

下
総
御
料
牧
場
が
移
転

　
空
港
の
建
設
予
定
地
に
入
る
た
め
、

三
里
塚
に
あ
っ
た
宮
内
庁
下
総
御
料
牧

場
が
昭
和
44
年
、
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根

沢
町
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
花
と
駒
の
牧
場
」
と
し
て
親
し
ま

れ
た
同
牧
場
は
、
最
後
の
サ
ク
ラ
祭
り

に
約
20
万
人
が
押
し
寄
せ
る
な
ど
、
た

念願の甚兵衛大橋が完成御料牧場を惜しむ最後のサクラ祭り大本堂上棟式では3トン分の餅がまかれた

「昭和40～49年の出来事」
Narita Chronicle

　昭和48年に行われた千葉国体の記
念事業として、昭和46年3月に、成田
市の木を梅と制定しました。
　昭和48年3月から、市民課窓口に婚
姻届を提出した新婚夫婦に梅の木が贈
呈されています。

市の木に「梅」

梅の木を受け取る新婚カップル

成田小の児童によって市民憲章が読み上げられた成田小成田小成田小成田小成田小田田小の児童の児童の児童の児童の児童の によっによっによっによっによっににに て市民て市民て市民て市民市民憲章が憲章が憲章が憲章が章章憲章が憲章が読み上読み上読み上読み上読み上み上げられげられげられげられげられげ たたたたた

昭和40年 8月 西中学校校舎が完成

昭和41年 7月 新東京国際空港が三里塚に
設置されることが閣議決定

昭和43年 3月 成田山新勝寺大本堂が落成

昭和44年 8月 下総御料牧場が栃木県塩谷
郡高根沢町へ移転

昭和46年11月 市民憲章を制定

昭和47年11月 第1回市民運動会が開催

昭和49年 6月 成田市公設地方卸売市場青
果部が開設
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